




研究目的

　日常の染色体検査の中に分染法による染色体分析が併用されつつある。その

ために,各種分染法の簡易化や分析技術の標準化,さらには迅速に判定結果を得

る方法などが必要に迫られている。ここでは,種々の試行によってその実現化

を目的とする。


